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Abstract   A single specimen of Chromis earina Pyle, Earle and Greene, 2008, previously 
known from Puluwat westward to Palau, and southward to Papua New Guinea, Indonesia, 
Vanuatu and Fiji, was collected from Iou-jima Island, Kagoshima Prefecture, Japan at a 
depth of 80 m. A second example of the species was photographed at a depth of 70 m in 
the same locality. The collected specimen was characterized by the following combination 
of characters: XIII dorsal-fin spines; II, 12 anal-fin rays; 18 pectoral-fin rays; 3 spiniform 
caudal rays; 6 + 20 = 26 gill rakers; and a poorly-defined, broad, white vertical band, its 
width subequal to that of 3 or 4 scales, on the mid-lateral surface of the body when alive. 
The specimen represents the first record of C. earina from Japan and is the northernmost 
record of the species.

*Corresponding author: The Kagoshima University Museum, 1–21–30 Korimoto, 
Kagoshima 890–0065, Japan (e-mail: hnishiyama_damselfish@yahoo.co.jp) 

スズメダイ科スズメダイ属魚類（Pomacentridae: 
Chromis）は，全世界の熱帯から温帯域に広

く分布しており，世界で 96種（Allen, 1991; Allen 
and Randall, 2004; Senou and Kudo, 2007; Allen and 
Erdmann, 2008, 2009; Quéro et al., 2009），日本から
は 32種が報告されている（青沼・吉野，2000；
鈴木ほか，2001；Senou and Kudo, 2007; 吉郷ほか，
2007；岩坪・本村，2010）．
　スズメダイ属は，主上顎骨後端が眼窩前縁を
わずかに越える，眼下骨と主鰓蓋骨の縁辺が円
滑，両顎の外側に円錐歯が 1列並び，前方のもの
ほど大きい，吻上部の鱗は前鼻孔前方まで達す
るが，吻端と前鼻孔周辺にはない，背鰭鰭条数
が XI–XV, 9–15，臀鰭鰭条数が II, 9–14，棘状の前
尾鰭条を備えるなどの形質によって特徴づけられ

る（Randall et al., 1981; Allen, 1991；青沼・吉野，
2000）．
　2011年 5月 10日から 19日にかけて実施され
た，鹿児島大学総合研究博物館と国立科学博物館
による第 7次鹿児島県硫黄島魚類相調査の際に，
水深 80 mから上記特徴を有するスズメダイ属魚
類 1個体が採集された．本標本を詳細に調査した
ところ，2008年に新種として記載された Chromis 
earina Pyle, Earle and Greene, 2008と同定された．
本種はパラオを分布の北限とする西部太平洋に分
布しており（Pyle et al., 2008; 加藤，2011），これ
までに日本からの記録はない．そこで，硫黄島よ
り得られた標本に基づき C. earinaを日本初記録
種としてここに記載し，合わせて新標準和名を提
唱する．

鹿児島県硫黄島から採集された日本初記録のスズメダイ科
魚類ヒスイスズメダイ（新称）Chromis earina 

西山　肇 1・出羽慎一 2・千葉　悟 3・本村浩之 4
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材 料 と 方 法

　計数・計測方法は Allen and Erdmann（2009）に
従った．標準体長は本文中では体長あるいは SL
と表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 
mmの精度で行い，計測値は体長に対する百分率
で示した．鰓耙数は右体側の第 1鰓弓の鰓耙を
計数した．脊椎骨数は腹椎骨数 + 尾椎骨数で示
し，尾椎には尾部棒状骨を含めた．計数を含め
骨学的情報は標本の軟 X線写真から得た．Table 
1に示した C. earinaのタイプ標本の計数・計測値
は，Pyle et al.（2008）の原記載から引用した．ま
た，比較に用いたアルファスズメダイ C. alphaの
計数・計測値に関して，Table中の値は本研究で
調査した標本に基づき，備考に記した鰓耙数の
値は Randall（1988）に基づく．また，今後の研
究において同種他個体あるいは同属他種と比較
できるように，Pyle et al.（2008）の方法に従って
ミトコンドリア DNA Cytochrome oxidase I（COI）
領域の塩基配列を決定した．なお，C. earinaの
原記載において DNAデータバンクに登録された
と明記されている COI塩基配列は，2012年 2月
の時点で未登録であるため，本研究では鹿児島

産標本とタイプ標本の塩基配列の比較は行って
いない．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合
研究博物館（KAUM），神奈川県立生命の星・地
球博物館（KPM）およびスミソニアン自然史博
物館（USNM）に，DNA試料は国立科学博物館
（NSMT）に保管されている．

Chromis earina Pyle, Earle and Greene, 2008
ヒスイスズメダイ（新称）

（Figs. 1–2; Table 1)

Chromis earina Pyle, Earle and Greene, 2008: 21, figs. 
5a–c (type locality: Espiritu Santo, Vanuatu); Kato, 
2011, 69, unnumbered figs. (Bali, Indonesia; Palau).

　 標 本　KAUM–I. 37908， 体 長 84.2 mm， 鹿 児
島県三島村硫黄島永良部崎東岸（30˚46'32"N, 
130˚16'43"E），水深 80 m，ヤス，2011年 5月 17日，
出羽慎一採集．
　DNA　NSMT-DNA-19092，Accession number 
AB689677（DDBJ/EMBL/GenBank）．
　標徴　本種は背鰭 12–13棘 11–13軟条，臀鰭 2
棘 12軟条，胸鰭 17–18軟条（最上部と最下部の
1–2軟条は不分岐），棘状の前尾鰭条数 3（上部・

Fig. 1.　Fresh specimen of Chromis earina from Iou-jima Island, Kagoshima, southern Japan (KAUM–I. 
37908, 84.2 mm standard length).
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下部とも），側線有孔鱗数 13–16，鰓耙数 6–8 + 
18–21 = 25–28，体高は体長の 52.7–64.4%，涙骨の
遊離縁は瞳孔の後縁直下にわずかに達しない．生
時の体色は淡青色および淡灰色で，体側中央後方
付近に不明瞭な白色点または短い白色横帯がある
ことなどから，他のすべてのスズメダイ属魚類と
区別される（Pyle et al., 2008; 本研究）．
　記載　計数値と体各部の体長に対する割合を
Table 1に示す．背鰭 13棘 13軟条，臀鰭 2棘 12
軟条，胸鰭 18軟条（最上部と最下部の 2軟条は
不分岐），腹鰭 1棘 5軟条，尾鰭主鰭条数 8 + 7 = 
15，棘状の前尾鰭条数 3（上部・下部とも），側
線上方横列鱗数 3，側線下方横列鱗数 8，背鰭前
方鱗数 21，体側縦列鱗数 24，背鰭前担鰭骨数 3，
鰓耙数 6 + 20 = 26，脊椎骨数 11 + 15 = 26．体は楕
円形でよく側扁する．体高は背鰭第 4棘基部で最
大であり，体長の 64.4%．体幅は体高の 33.6%．
頭長は体長の 34.6%．吻は眼径より短く，吻長は
眼径の 62.4%．眼隔域はやや突出する．前鼻孔は
円形で，ごく短い鼻管を形成する．後鼻孔は前鼻
孔よりも著しく小さく，前鼻孔の斜め上後方，眼
窩縁付近に位置する．口は端位で，口裂は斜行
し，眼窩前縁直下にわずかに達する．上顎には
外側に 1列の円錐歯があり，前方のものほど大き
く，大きいものほど先端部がやや内側に曲がる．
外歯列前方の内側には 3–4列の小円錐歯が歯帯を
形成し，後方に向かって列数が減り，後部では 1
列になる．下顎には外側に 1列の円錐歯があり，
前方のものほど大きく，大きいものほど先端部が
やや内側に曲がる．下顎前方では外歯列前方の内

側に 2–3列の小円錐歯が歯帯を形成し，後方に向
かって列数が減り，側部で 1列，後部では内列歯
を欠く．涙骨の遊離縁は瞳孔の後縁下にわずかに
達しない．前鰓蓋骨の縁辺は円滑．主鰓蓋骨，間
鰓蓋骨および下鰓蓋骨の縁辺は円滑．体側部は櫛
鱗で覆われ，背鰭と臀鰭の基底は小櫛鱗で覆われ
る．頭頂被鱗域の前方は前鼻孔に達するが，吻端
周辺部には鱗がない．涙骨上および眼下骨上の鱗
は 1列．側線は不完全で，背鰭第 10–11棘基部直
下で欠如する．背鰭起部は第 2–3側線有孔鱗直上
に位置する．背鰭棘部の鰭膜は少し切れ込む．背
鰭軟条部はやや尖り，わずかに糸状に伸長する．
胸鰭鰭条先端は背鰭第 1軟条基部直下まで達す
る．腹鰭第 1軟条は糸状に長く伸長し，臀鰭起部
を越える．臀鰭軟条部は尖らない．尾鰭は深く二
叉し，上葉と下葉の先端は糸状にわずかに伸長す
る．尾鰭上葉は下葉よりもわずかに長く，後方に
延長する．
　色彩　生鮮時の体色（Fig. 1）は，体全体が概
ね褐色であり，背面側ほど濃褐色．体側鱗は胸部
と腹部を除き後縁は濃褐色で縁取られ，網目模様
を呈する．虹彩上縁に瞳孔大の青色域がある．胸
鰭基底上端に明瞭な黒小斑を有する．背鰭棘部は
褐色．背鰭軟条部は，鰭膜下部 1/3–1/2程が褐色
で，それより上部ではほぼ透明であり，鰭条は褐
色．腹鰭は全体が褐色．臀鰭は後縁の透明部を除
き褐色．尾鰭は後縁の透明部を除き褐色．胸鰭は
全体がほぼ透明で，鰭条はわずかに褐色がかる．
　生時の体色（Fig. 2）は，体全体が概ね淡青色
または淡灰色であり，背面側ほど色合いが濃くな
る．体側鱗は胸部と腹部を除き後縁は濃灰色に縁
取られ，網目模様を呈する．体側中央後方付近，
第 12–13側線有孔鱗直下に幅が体側鱗 3–4枚分ほ
どの不明瞭な白色横帯がある．虹彩上縁に瞳孔大
の青色域がある．胸鰭基底上端に明瞭な黒小斑
を有する．胸部から尾柄部にかけての体側側に，
6–7本の不明瞭な細い淡青色縦帯がある．背鰭棘
部は淡灰色．背鰭軟条部は，鰭膜下部 1/3–1/2程
が淡灰色で，それより上部ではほぼ透明であり，
鰭条は淡灰色．腹鰭は全体が淡灰色．臀鰭は後縁
の透明部を除き淡灰色．尾鰭は後縁の透明部を除
き淡灰色．胸鰭は全体がほぼ透明で，鰭条はわず
かに淡灰色がかる．
　備考　本標本は背鰭棘数が 13，臀鰭が 2棘 12
軟条，胸鰭条数が 18軟条（最上部と最下部の 2
軟条は不分岐），棘状の前尾鰭条数が 3（上部・
下部とも），鰓耙数が 6 + 20 = 26，生時の体色は

Fig. 2.　Underwater photograph of Chromis earina from 
Iou-jima Island, Kagoshima, southern Japan (taken at depth 
of 70 m by S. Dewa).
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淡青色および淡灰色で，体側中央後方部に幅が
体側鱗 3–4枚分ほどの不明瞭な白色横帯があるこ
となどの特徴が Pyle et al.（2008)による Chromis 
earinaの記載や図とよく一致したため，本種に同
定された．
　本標本は，採集時に両体側の側線後端が損傷し
たため，第 12側線有孔鱗以降の側線有孔鱗を計
数することができなかった．しかし，第 10, 11側
線有孔鱗露出部の幅が約 2.8 mm，損傷部の幅が
約 6.1 mmであること，側線有孔鱗は上下縦列鱗
と共に規則的に並ぶことおよび背鰭第 11棘基部
直下では側線有孔鱗が欠如することなどから，本
標本の側線有孔鱗数は 12–14であると推測され
る．また，標本の採集場所とほぼ同じ場所で撮影
された生態写真の個体は，側線有孔鱗数が 14で
あることが確認された（Fig. 2）．
　Chromis earina は Pyle et al.（2008)によって新種
記載され，これまでにパプア・ニューギニア，バ
ヌアツ，フィジー，ミクロネシアのポロワットと
パラオおよびインドネシアのミソール島とバリ島
に分布することが知られている（Pyle et al., 2008; 
加藤 , 2011）．本種のパラオ以南の個体における
最大体長は 67.5 mm（Pyle et al., 2008）であるのに
対し，鹿児島県産の本標本の体長は 84.2 mmとや
や大きい．多くの生物において，温度（水温）の
低下にともなう体サイズの増大が知られており
（Atkinson, 1994; Angilletta and Dunham, 2003），魚類
では，インド・太平洋域に広く分布するツバメ
コノシロ属魚類 4種（Polydactylus microstomus, P. 
plebeius, P. sexfilisおよび P. sextarius）が水温の低
下にともなって体長が増大することが報告されて
いる（本村ほか，2004）．鹿児島県産の C. earina
標本が既知の標本より体サイズが大きいことも前
者が採集された海域が高緯度であることが要因の
ひとつかもしれない．また，本標本は低緯度海域
から採集された既知の標本（タイプ標本）と比べ
て，体長に対する最大体高，最大体幅，背鰭前方
長，背鰭棘部基底長および胸鰭最長軟条長の割
合がそれぞれ 64.4%（vs. 原記載では 52.7–60.6%），
21.6%（vs. 14.9–19.5%），44.9%（vs. 40.3–44.7%），
48.7%（vs. 39.8–47.0%） お よ び 40.9%（vs. 34.2–
39.2%）といずれも変異幅をやや超える差異が認め
られるが（Table 1），これらは体サイズの相違に
よるものであると考えられる．
　本標本の背鰭軟条数は 13であるのに対し，C. 
earinaのタイプ標本（13個体）の背鰭軟条数は
11–12である（Pyle et al., 2008）．スズメダイ属で

は背鰭軟条数に 1–3ほどの変異がごく普通に認
められていることから（Randall et al., 1981; Allen, 
1991；青沼・吉野，2000），本研究ではこの背鰭
軟条数の 1本の差は種内変異であると判断した．
　Pyle et al.（2008）は本種の脊椎骨数を 12 + 13
と記載しているが，本標本では 11 + 15であった．
Chromis earinaのホロタイプ（MNHN 2007-1921）
の X線写真（Pyle et al., 2008: fig. 5b）を調査した
ところ，ホロタイプの脊椎骨数は 11 + 15であっ
た．したがって，Pyle et al.（2008）の記載は誤り
である．
　また，本種の種小名 earinaがギリシャ語で緑
色を意味するとおり，原記載に掲載されている水
中写真（Pyle et al., 2008: fig. 5c）の個体は，眼上
部と背鰭縁辺が緑色を呈している．しかし，本研
究で撮影された個体は，眼上部と背鰭縁辺が青色
を呈している（Fig. 2）．この色彩の相違が生息環
境の相違，成長による変化，あるいは撮影時の光
源や水環境の相違のいずれによるものなのかは不
明であり，今後のさらなる調査が必要である．
　本種は体高が高いこと，背鰭棘が 13本である
こと，棘状の前尾鰭条数 3（上部・下部とも）で
あること，固定標本では鰭や体全体が褐色で特
徴的な色彩を欠くことなどから，日本産の同属
他種の中では形態・色彩的にアルファスズメダ
イ C. alpha Randall, 1988に類似する．しかし，C. 
earinaはアルファスズメダイと比較して，鰓耙
数が 25–28（vs. アルファスズメダイでは 27–31），
生時，体全体が一様に淡青色あるいは淡灰色
（vs. 体前方鱗は褐色に縁取られた黄色），体側中
央後方付近に不明瞭な淡青色横帯がある（vs. 有
色横帯はない），眼がやや大きく，眼径が体長の
14.0–16.9%（vs. やや小さく体長の 10.1–12.1%）な
どの特徴により識別される（Fig. 2, Table 1）．な
お，Pyle et al.（2008）も C. earinaとアルファスズ
メダイとの比較を行っているが，後者の鰓耙数
を誤って 23–25と記載している（正しくは 27–31; 
Randall, 1988; Allen, 1991; 瀬能ほか，1999；本研
究）．
　本報告により，C. earinaの分布の北限は従来の
パラオから約 2,600 km更新された． 
なお，本種の新標準和名ヒスイスズメダイは，生
時の体色が宝石の翡翠の色を連想させることに因
む．
　 比 較 標 本　アルファスズメダイ C. alpha：
USNM 209903（パラタイプ），体長 79.4 mm，イ
ンドネシア，モルッカ諸島；USNM 223922（パラ



日本初記録のスズメダイ科魚類 67

タイプ），4個体，体長 73.6–81.6 mm，ミクロネシ
ア，カロリン諸島；USNM 273546（パラタイプ），
体長 77.0 mm，フィリピン，マクタン島；USNM 
389589,  4個体，体長 75.1–80.0 mm，ソロモン諸
島；KPM-NI 5114，体長 80.7 mm，西表島；KPM-
NI 5502，体長 77.9 mm，西表島；KPM-NI 5367，
体長 78.4 mm，伊江島．
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